
助成額（浦河町が取りまとめて特別交付税を申請）

合計 浦河町 様似町 えりも町 新ひだか町 新冠町 日高町 平取町

助成額 204,000 156,329 20,472 10,279 14,419 1,543 479 479

特別交付税 163,193 125,063 16,378 8,223 11,535 1,234 380 380

実質負担 40,807 31,266 4,094 2,056 2,884 309 99 99

負担率 100% 76.62% 10.03% 5.04% 7.07% 0.76% 0.24% 0.24%

※四捨五入により合計と内訳が一致しない項目あり

（単位：千円）

９
月
４
日
、
全
員
協
議
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
主
な
協
議
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

①
浦
河
赤
十
字
病
院
の
経
営
支
援

に
つ
い
て

・
浦
河
赤
十
字
病
院
は
日
高
管
内

の
中
核
病
院
と
し
て
、
救
急
外
来
・

産
婦
人
科
・
麻
酔
科
の
出
張
医
経

費
に
対
し
、
各
町
が
助
成
を
実
施
。

・
令
和
７
年
度
決
算
で
は
医
療
分

で
約
７
億
円
の
赤
字
、
う
ち
救
急

外
来
・
産
婦
人
科
・
麻
酔
科
で
約

２
億
円
の
赤
字
。

・
令
和
８
年
度
は
管
内
町
長
会
議

で
約
２
億
円
の
助
成
を
合
意
。
浦

河
町
は
追
加
で
約
２
億
円
超
を
単

独
助
成
し
、
総
助
成
額
は
約
５
億

円
に
。

・
今
後
は
浦
河
町
・
様
似
町
・
え

り
も
町
・
新
ひ
だ
か
町
の
４
町
で

協
議
継
続
。

・
病
院
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
や
患
者

対
応
、
医
師
・
看
護
師
確
保
、
町

民
の
意
見
反
映
が
課
題
。

②
今
後
20
年
間
の
財
政
収
支
見
通

し
に
つ
い
て
（
今
後
20
年
間
を
目

途
と
し
た
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
）

・
財
政
規
模
は
50
億
円
台
で
推
移
、

単
年
度
黒
字
を
維
持
す
る
見
込
み
。

・
基
金
残
高
は
24
億
円
か
ら
11
億

円
ま
で
減
少
、
起
債
残
高
は
最
大

１
０
３
億
円
、
公
債
費
負
担
も
増

加
。

・
経
営
収
支
比
率
は
10
年
後
に
最

大
96
％
ま
で
上
昇
。

・
物
価
、
人
件
費
、
維
持
費
の
増

加
が
財
政
圧
迫
要
因
。

・
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
（
イ
ン
フ

ラ
・
施
設
の
縮
小
）
、
税
外
収
入

見
直
し
、
職
員
数
削
減
、
広
域
連

携
、
自
主
財
源
確
保
（
ふ
る
さ
と

納
税
等
）
が
重
要
施
策
。

★
行
政
運
営
・
計
画
策
定
の
課
題

・
計
画
策
定
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
実
効
性
、
議
会
・
町
民
と
の

十
分
な
議
論
・
審
議
の
必
要
性
が

指
摘
。

・
事
業
や
計
画
の
「
棚
卸
し
」
や

無
駄
な
業
務
の
削
減
、
組
織
改
編

の
必
要
性
。

・
産
業
振
興
、
観
光
（
ジ
オ
パ
ー

ク
等
）
で
は
、
実
効
性
や
成
果
、

町
外
と
の
比
較
、
目
標
達
成
へ
の

具
体
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

★
そ
の
他
の
主
な
論
点

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ゴ
ミ
処

理
施
設
）
の
維
持
費
負
担
増
、
広

域
処
理
へ
の
転
換
検
討
。

・
上
下
水
道
の
区
域
縮
小
・
広
域

化
、
公
営
住
宅
の
集
約
、
生
活
館

等
の
統
廃
合
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
運
用
・
外
部

委
託
、
収
入
増
加
策
。

・
災
害
時
の
二
次
避
難
施
設
整
備

や
財
政
負
担
の
検
討
不
足
。

・
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
防
災
リ

ゾ
ー
ト
開
発
計
画
等
）
の
概
要
計

画
。

③
議
会
映
像
・
配
信
シ
ス
テ
ム
事

業
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
結

果
、
及
び
審
査
委
員
会
等
に
つ
い

て④
議
会
映
像
・
配
信
に
つ
い
て

（
現
行
規
定
等
の
運
用
）

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
再
確
認
し
、

議
会
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
に
向
け

て
詳
細
を
協
議
、
審
査
委
員
の
選

出
や
規
定
等
の
説
明
、
録
画
放
送

期
間
等
に
つ
い
て
細
か
く
協
議
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
配
信
開
始
を

予
定
し
、
今
後
も
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
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質
問
①

大
災
害
時
の
準
備
と
し
て
町
内

の
井
戸
水
の
活
用
に
つ
い
て

問

先
日
、
９
月
３
日
、
北
海
道

新
聞
に
、
災
害
時
の
協
力
井
戸
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
住
民

に
登
録
を
呼
び
か
け
て
協
力
を
お

願
い
す
る
と
い
う
、
様
似
町
に
と
っ

て
も
必
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
内

容
で
し
た
。
そ
う
し
た
内
容
を
ふ

ま
え
て
、
様
似
町
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答

現
在
で
は
、
全
国
の
市
町
村

の
約
３
割
が
こ
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
国
に
よ
る

災
害
時
の
地
下
水
利
用
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
と
し
て
は
、
以
前
に
他
の

議
員
か
ら
も
、
災
害
時
の
井
戸
水

活
用
を
提
言
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
可
能
性
は
認
識
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
具
体
的
な
検
討
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
内
で
の
井
戸
水
利
用
は
７
世

帯
と
さ
れ
て
い
ま
す
、
日
常
使
用

し
て
い
る
そ
の
水
を
災
害
時
に
役

立
て
る
た
め
、
本
町
の
水
道
管
が

ほ
と
ん
ど
耐
震
性
を
有
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
も
踏
ま
え
、
町
内

の
実
態
を
把
握
す
る
中
で
、
浦
河

町
の
内
容
や
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
を
参
考
に
、
今
後
、
町
内

に
お
け
る
本
制
度
の
可
能
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問
②

大
通
地
区
の
街
路
灯
の
引
継
ぎ

の
状
況
に
つ
い
て

問

現
在
引
き
継
い
だ
街
路
灯
の

総
本
数
と
現
在
の
球
切
れ
の
状
況

と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
球
交
換
の
推
移
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

大
通
り
地
区
に
お
け
る
、
国

道
、
沿
線
部
分
で
は
、
34
灯
の
う

ち
９
灯
球
切
れ
し
て
お
り
ま
す
。

球
切
れ
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

出
来
る
限
り
対
応
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

現
在
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
街

路
灯
を
今
後
使
わ
な
い
っ
て
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

答

国
道
沿
い
の
ア
ー
ム
型
の
街

路
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
交
換
す
る
場

合
に
予
算
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
電
柱
が
側
に
あ
る
所
は
電
柱

に
取
付
け
て
い
き
た
い
と
い
う
の

が
、
今
の
担
当
と
し
て
の
考
え
方

で
す
。

問

大
通
地
区
で
期
待
し
て
い
る

の
は
今
ま
で
の
街
路
灯
を
そ
の
ま

ま
活
用
し
て
も
ら
っ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
町

と
し
て
の
考
え
を
も
う
一
度
そ
の

点
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

答

街
路
灯
の
本
体
が
古
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
防
犯
灯
に
切

替
え
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
今

の
現
状
で
す
。

質
問
③

町
道
平
宇
線
の
奥
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

問

現
在
、
普
通
自
動
車
の
通
行

が
不
自
由
な
状
況
等
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
改
善
予
定
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答

町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
民
間
会
社
に
業
務
委
託
し
、

日
々
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行

う
中
で
、
道
路
橋
梁
等
の
危
険
な

所
を
発
見
し
た
場
合
は
、
そ
の
状

況
の
報
告
を
受
け
、
対
応
す
る
と

い
う
流
れ
で
整
備
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
御
指
摘
の
所
は
、

砂
利
道
の
部
分
が
、
大
雨
の
た
め
、

洗
掘
さ
れ
、
大
き
な
水
溝
が
で
き

た
も
の
で
、
現
地
に
つ
い
て
は
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
委
託
作
業
員

か
ら
報
告
を
受
け
、
担
当
職
員
も

確
認
し
て
お
り
、
道
路
保
守
作
業

を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
対
応
が

遅
れ
、
未
実
施
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
明
日
９
月
15
日
に
保
守
作
業

を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

質
問
④

災
害
時
の
停
電
に
よ
る
、
情
報

難
民
に
つ
い
て

問

大
通
１
丁
目
５
階
建
て
の
公

営
住
宅
の
状
況
で
、
災
害
時
の
停

電
に
よ
る
、
情
報
難
民
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。
大
地
震
等
に
よ

る
停
電
時
に
情
報
難
民
に
な
る
方

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
テ
レ
ビ

は
停
電
で
、
ラ
ジ
オ
は
電
波
障
害

の
た
め
受
信
で
き
ず
、
携
帯
電
話

は
持
ち
合
わ
せ
て
な
く
困
っ
て
い

る
と
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
対
応

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

停
電
時
で
情
報
が
と
れ
な
い

状
態
が
長
く
続
く
場
合
は
、
ご
不

便
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
役
場
に

お
問
合
せ
い
た
だ
く
ほ
か
、
団
地

内
の
お
隣
さ
ん
な
ど
に
教
え
て
も

ら
う
な
ど
、
入
居
者
さ
ん
の
能
動

的
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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